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不二越

超
硬
素
材
を
内
製
化

超
硬
ド
リ
ル
の
開
発
加
速

売
上
げ
・
経
常
益
最
高

日
鉄
住
金
物
産

鉄
鋼
事
業
が
け
ん
引

日

本

製
鋼
所

経
常
32
％
増
益

販
価
改
善
奏
功

純
利
益
5.6
倍
に

日
新
製
鋼
建
材

普電工

電
炉
鋼
材
フ
ォ
ー
ラ
ム

関
係
者
570
人
が
参
集

4
―
9
月
業
績

4
―
9
月
業
績

経
常
益
7.5
％
減

定
期
総
会
開
く

近
畿
福
床
会

Ｇ
Ｆ
支
援
公
募

契
約
先
を
決
定

経
済
産
業
省

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

買
値
引
き
下
げ

中
部
電
炉
6
社

1000
―
1500
円
下
げ

社
外
監
査
役
の

小
西
氏
が
退
任

共
英
製
鋼

東
北
2
工
場
500
円

北
越
メ
タ
ル
500
円

不
二
越
は
2
日
、
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
超
硬
ド
リ
ル
の
開
発
を
目
的
と

し
た
超
硬
素
材
生
産
の
内
製
化
を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。
今
後
、
工
具
部
門
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
高
性
能
材
種
の
開
発
を
進
め
、
同
時
に
ス
カ

イ
ビ
ン
グ
カ
ッ
タ
ー
な
ど
、
ラ
ウ
ン
ド
ツ
ー
ル
以
外
の
超
硬
合
金
素
材
の
開
発

を
加
速
す
る
。
超
硬
素
材
の
外
部
販
売
も
検
討
し
て
い
く
。

同
社
は
切
削
加
工
条
件

の
多
様
化
を
背
景
と
し
た

超
硬
工
具
の
需
要
拡
大
を

受
け
、2
0
1
5
年
に「
超

硬
材
料
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
材
料

開
発
、
製
造
技
術
開
発
に

取
り
組
み
、
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
確
立
。
こ
う
し
た

動
き
に
合
わ
せ
、
新
専
用

工
場
の
建
設
や
押
出
成
形

機
・
シ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｉ
Ｐ
炉

を
は
じ
め
と
し
た
最
新
の

製
造
・
検
査
設
備
の
導
入

な
ど
、
総
額
約
20
億
円
の

設
備
投
資
を
実
施
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
結

実
し
、
こ
の
ほ
ど
新
超
硬

ド
リ
ル
「
ア
ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｏ
（
レ
ボ
）
ド
リ
ル
」
専

用
の
新
材
料
を
開
発
。
ド

リ
ル
の
飛
躍
的
な
性
能
向

上
を
狙
う
戦
略
商
品
に
つ

な
げ
た
。

内
製
化
に
よ
り
、
材
料

技
術
面
で
は
工
具
部
門
と

協
働
し
切
削
試
験
で
の
性

能
確
認
を
進
め
、
最
適
性

能
を
実
現
す
る
な
ど
優
位

性
を
発
揮
。
独
自
の
成
分

設
計
と
、
金
属
炭
化
物
の

粒
度
、
均
一
性
を
厳
し
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
焼
結

技
術
で
、
硬
さ
と
靭
性
を

兼
ね
備
え
た
新
素
材
を
開

発
し
た
。
製
造
条
件
の
最

適
化
も
図
り
、
製
品
品
質

を
向
上
し
た
。

生
産
技
術
面
で
も
シ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｉ
Ｐ
炉
を
は
じ
め

と
し
た
最
新
鋭
の
設
備
に

よ
る
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築

し
、
高
品
質
な
超
硬
素
材

を
製
造
。
一
方
で
、
当
社

独
自
の
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
自
動
化
ラ
イ
ン

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
品

質
の
安
定
化
、
大
幅
な
生

産
性
向
上
を
実
現
し
た
。

今
後
、
新
し
い
高
性
能

・
高
品
位
な
超
硬
素
材
を

安
定
供
給
す
る
こ
と
で
超

硬
ド
リ
ル
の
性
能
を
さ
ら

に
向
上
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の

生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
寄
与
す
る
製
品
を

開
発
し
て
い
く
方
針
。

日
鉄
住
金
物
産
は
5

日
、
2
0
1
8
年
4
―
9

月
期
で
、
上
期
最
高
の
売

上
高
・
経
常
利
益
を
計
上

し
た
と
発
表
し
た
。
鉄
鋼

事
業
が
け
ん
引
し
、
増
収

増
益
と
な
っ
た
。
三
井
物

産
ス
チ
ー
ル
か
ら
の
事
業

譲
受
に
よ
り
数
量
・
価
格

込
み
の
売
上
高
で
約
1
8

0
0
億
円
の
増
収
効
果
が

あ
っ
た
。
収
益
に
つ
い
て

は
鉄
鋼
事
業
の
売
上
増
に

伴
う
効
果
や
、
繊
維
の
回

復
に
よ
り
増
加
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
経
常
利

益
は
、
鉄
鋼
が
前
年
同
期

比
9
％
増
の
1
3
7
億

円
、
産
機
・
イ
ン
フ
ラ
は

38
％
減
の
14
億
円
、
繊
維

が
74
％
増
の
17
億
円
、
食

料
が
11
％
増
の
13
億
円
。

鉄
鋼
の
単
体
数
量
は
前

年
同
期
比
1
3
6
万
㌧
増

の
8
0
6
万
㌧
、
連
結
で

は
1
5
3
万
㌧
増
の
9
8

6
万
㌧
。
連
結
で
の
海
外

比
率
は
43
％
だ
っ
た
。

平
均
販
売
単
価
は
前
年

同
期
に
比
べ
て
国
内
が
ト

ン
8
0
0
0
円
、
輸
出
は

1
1
0
㌦
上
昇
し
、
ト
ー

タ
ル
で
約
9
0
0
0
円
上

が
っ
た
。

大
阪
地
区
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
・
販
売
大
手
の
大
阪

故
鉄
（
本
社
＝
大
阪
市
住
之
江
区
、
矢
追
徹
夫
社
長
）

は
本
年
11
月
、
諸
福
営
業
所
・
工
場（
大
阪
府
大
東
市
）

が
開
設
20
周
年
を
迎
え
る
。
同
営
業
所
は
近
隣
と
の
共

生
や
環
境
対
策
に
注
力
す
る
た
め
に
約
20
億
円
以
上
を

投
じ
、
次
世
代
の
都
市
型
ヤ
ー
ド
と
し
て
1
9
9
8
年

に
開
設
し
た
。
今
後
は
2
0
0
8
年
に
取
得
し
た
隣
接

地
の
有
効
活
用
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
よ
り
安
全
性
に

優
れ
た
ヤ
ー
ド
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
」（
矢
野
博
之

所
長
）
方
針
だ
。

■
将
来
を
見
据
え
た
一
大

投
資
と
し
て

同
社
は
諸
福
営
業
所
開
設

以
前
、
本
社
と
深
江
工
場
の

2
拠
点
体
制
で
事
業
展
開
を

し
て
き
た
も
の
の
、
手
狭
だ

っ
た
深
江
工
場
の
老
朽
化
が

進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
深

江
工
場
を
閉
鎖
す
る
と
と
も

に
新
工
場
と
な
る
諸
福
営
業

所
の
開
設
に
踏
み
切
っ
た
。

ま
た
、
深
江
工
場
は
プ
レ
ス

加
工
に
特
化
し
て
い
た
の
に

対
し
、
解
体
物
な
ど
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
大
型
化
が
進
み
、

ヘ
ビ
ー
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
加
工

処
理
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も

新
工
場
の
開
設
を
決
断
す
る

要
因
と
な
っ
た
。

諸
福
営
業
所
最
大
の
特
色

は
、
環
境
対
策
に
特
化
し
た

ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
と
し
て

の
設
計
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
加

工
処
理
設
備
を
置
く
工
場
建

屋
は
地
上
6
㍍
ま
で
厚
さ
30

㌢
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
覆

い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
上

部
は
吸
音
材
を
挟
ん
だ
二
重

構
造
の
ガ
リ
バ
リ
ウ
ム
鋼
板

を
採
用
す
る
な
ど
、
防
音
・

防
振
対
策
を
図
っ
た
。ま
た
、

今
年
9
月
に
台
風
21
号
が
近

畿
地
方
を
襲
っ
た
際
も
工
場

に
被
害
が
な
く
、
災
害
等
に

対
す
る
耐
久
性
も
優
れ
る
な

ど
、
完
成
か
ら
20
年
経
っ
た

今
で
も
最
先
端
の
都
市
型
ヤ

ー
ド
と
し
て
の
機
能
も
果
た

し
て
い
る
。

■
好
立
地
が
最
大
の
強
み

に
大
阪
市
住
之
江
区
に
あ
る

本
社
工
場
は
工
業
地
帯
で
ヤ

ー
ド
と
し
て
創
業
環
境
が
良

く
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
販
売

先
と
な
る
地
区
電
炉
メ
ー
カ

ー
、
さ
ら
に
湾
岸
部
へ
も
出

荷
し
や
す
い
立
地
な
が
ら

「
新
規
持
ち
込
み
の
取
引
先

は
限
ら
れ
て
お
り
、
解
体
・

工
場
発
生
案
件
の
受
け
皿
と

し
て
の
ヤ
ー
ド
機
能
と
な
っ

て
い
る
」（
矢
追
大
祐
専
務
）。

ま
た
、
旧
・
深
江
工
場
も
大

阪
市
内
な
が
ら
工
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
悪
く
、
敷
地
面
積

は
約
1
0
0
0
平
方
㍍
で
大

型
車
両
の
入
出
庫
が
出
来
な

か
っ
た
。

諸
福
営
業
所
で
は
そ
れ
ら

の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
、
南
北
に
走
る
中
央
環
状

線
（
大
阪
府
幹
線
道
路
）
そ

ば
に
開
設
し
た
。
鉄
・
非
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
持
ち
込
む
新

規
取
引
先
の
拡
大
が
狙
い

で
、
今
で
は
「
大
阪
府
下
だ

け
で
は
な
く
、
京
都
や
奈
良

か
ら
も
持
ち
込
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
取

扱
量
の
お
よ
そ
5
割
が
持
ち

込
み
分
と
な
っ
て
い
る
」（
矢

野
所
長
）。

■
人
材
育
成
、
将
来
計
画

に
も
活
用

同
社
で
は
矢
追
専
務
が
中

心
と
な
っ
て
人
材
確
保
を
進

め
、
今
年
だ
け
で
20
―
30
歳

代
計
5
名
の
社
員
を
採
用
し

た
。
現
在
、
同
社
が
進
め
て

い
る
の
は
現
場
を
中
心
と
し

た
本
社
と
諸
福
間
の
人
材
交

流
。
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
い

諸
福
営
業
所
・
工
場
は
持
ち

込
み
比
率
が
高
い
上
、
工
場

ス
ペ
ー
ス
の
お
よ
そ
半
分
が

オ
ー
プ
ン
ヤ
ー
ド
と
な
っ
て

お
り
、
大
型
重
機
が
よ
り
活

用
で
き
る
こ
と
か
ら
本
社
に

比
べ
て
鉄
・
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
取
り
扱
い
品
種
・
加
工

母
材
が
幅
広
い
。こ
の
た
め
、

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
仕
入
れ
す

る
た
め
の
目
を
養
う
の
に
良

い
環
境
」（
同
）
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

さ
ら
に
同

社
で
は
「
本

社
工
場
の
老

朽
化
も
あ

り
、
中
長
期

的
に
建
て
替

え
も
検
討
し

て
い
る
」（
矢

追
専
務
）
こ

と
か
ら
、
本

社
工
場
建
て

替
え
時
に
は

機
能
の
一
部

を
諸
福
営
業

所
が
担
う
ケ

ー
ス
も
想
定

さ
れ
る
。
新

規
採
用
に
伴

う
人
材
教
育

に
加
え
て

「
本
社
・
諸

福
両
拠
点
で

現
場
作
業
を

出
来
る
人
材

の
育
成
も
進

め
て
い
る
」

（
同
）な
ど
、

将
来
を
見
据

え
た
人
材
の

充
実
化
を
目
指
す
。

■
次
の
10
年
に
向
け
た
取

り
組
み

諸
福
営
業
所
の
課
題
に
つ

い
て
、
矢
野
所
長
は
10
年
前

に
取
得
し
た
約
1
5
0
0
平

方
㍍
の
隣
接
地
の
活
用
と
と

も
に
、「
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
入

荷
か
ら
加
工
処
理
、
出
荷
ま

で
を
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
行

う
こ
と
」
を
掲
げ
る
。

さ
ら
に
同
営
業
所
の
工
場

入
口
に
面
す
る
道
路
の
拡
張

工
事
が
近
く
始
ま
り
、
完
成

す
れ
ば
周
辺
道
路
の
渋
滞
の

軽
減
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
同
営
業
所
へ
よ
り
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く

な
り
、「
鉄
・
非

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
持
ち
込
ん
で

い
た
だ
く
取
引

先
に
と
っ
て
、

よ
り
便
利
な
工

場
に
な
る
」（
矢

野
所
長
）
と
期

待
す
る
一
方

で
、「
歩
道
と
入

口
と
の
距
離
が

近
く
な
り
、
特

に
車
両
の
入
出

庫
の
安
全
対
策

を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
」

（
同
）
な
ど
今
後
は
環
境
対

策
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
対

策
に
も
優
れ
た
工
場
づ
く
り

を
目
指
す
。

◇

◇

◇

◇

矢
追
社
長
は
諸
福
営
業
所

20
周
年
を
迎
え
、「
来
年
に
は

元
号
が
変
わ
る
な
ど
時
代
の

節
目
の
中
で
、
諸
福
営
業
所

が
今
年
開
設
20
周
年
と
同
社

に
と
っ
て
も
一
つ
の
区
切
り

を
迎
え
た
。
今
後
も
本
社
・

諸
福
営
業
所
が
一
丸
と
な

り
、
ま
た
若
手
・
中
堅
社
員

が
中
心
と
な
っ
て
次
世
代
に

向
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

日
本
製
鋼
所
が
5
日
発

表
し
た
2
0
1
8
年
4
―

9
月
期
連
結
決
算
は
、
経

常
利
益
が
前
年
同
期
比
32

・
2
％
増
の
1
3
6
億
8

5
0
0
万
円
、
純
利
益
は

57
・
3
％
増
の
1
1
9
億

4
3
0
0
万
円
と
大
幅
増

益
と
な
っ
た
。
産
業
機
械

事
業
は
成
形
機
の
販
売
増

で
増
収
と
な
り
コ
ス
ト
改

善
も
進
ん
だ
。
素
形
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
ク
ラ

ッ
ド
鋼
管
の
販
売
増
に
よ

る
増
収
や
固
定
費
圧
縮
効

果
で
黒
字
化
し
、
業
績
向

上
に
寄
与
し
た
。

同
時
に
通
期
業
績
予
想

の
修
正
を
発
表
し
た
。
7

―
9
月
期
に
発
生
し
た
自

然
災
害
影
響
で
産
機
事
業

の
売
上
高
が
減
少
す
る
見

通
し
と
な
り
連
結
売
上
高

は
下
方
修
正
し
た
一
方
、

損
益
面
で
は
両
セ
グ
メ
ン

ト
に
お
け
る
固
定
費
・
変

動
費
の
削
減
や
為
替
差
益

の
発
生
を
受
け
、
各
利
益

を
上
方
修
正
し
た
。
19
年

3
月
期
予
想
を
、
売
上
高

は
2
2
7
0
億
円
（
前
回

予
想
2
3
0
0
億
円
）、営

業
利
益
2
4
0
億
円
（
同

2
3
0
億
円
）、経
常
利
益

2
5
0
億
円
（
同
2
3
0

億
円
）、純
利
益
2
0
0
億

円
（
同
1
8
0
億
円
）
と

し
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
と
中
国
鋼

鉄
工
業
協
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

は
10
月
30
日
、
第
10
回
日
中

鉄
鋼
業
環
境
保
全
・
省
エ
ネ

先
進
技
術
専
門
家
交
流
会
を

北
海
道
苫
小
牧
市
で
開
き
、

互
い
に
最
新
の
環
境
技
術
を

紹
介
し
た
。
鉄
連
の
内
山
俊

一
専
務
理
事
と
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

遅
京
東
副
会
長
は
交
流
会
後

の
記
者
会
見
で
、
会
の
成
果

と
日
中
協
力
の
今
後
に
つ
い

て
語
っ
た
。

―
―
今
回
の
交
流
会
の
印

象
を
。

内
山
氏
「
第
10
回
と
い
う

節
目
の
年
で
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
内
容
が
充
実
し
て
お

り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
省
エ

ネ
、
環
境
保
全
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

報
告
頂
い
た
。
大
変
素
晴
ら

し
い
プ
レ
ゼ
ン
だ
っ
た
。
継

続
は
力
な
り
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

遅
副
会
長
と
は
機
会
あ
る
ご

と
に
、
本
交
流
会
を
さ
ら
に

充
実
し
た
日
中
鉄
鋼
業
の
将

来
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
よ

う
と
話
し
合
っ
て
お
り
、
今

後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」

―
―
中
国
側
は
。

遅
氏
「
中
国
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
、
当
交
流
会
は

省
エ
ネ
、
環
境
技
術
の
高
度

化
に
大
変
有
意
義
。
現
在
、

中
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消

費
産
業
に
対
し
よ
り
厳
し
い

規
制
を
課
し
て
お
り
、
当
局

の
監
督
も
強
化
し
て
い
る
。

特
に
北
京
、
天
津
、
河
北
省
、

揚
子
江
デ
ル
タ
、
山
西
省
、

陝
西
省
な
ど
の
環
境
負
荷
が

大
き
い
地
域
に
集
中
し
て
お

り
、
日
本
の
鉄
鋼
各
社
の
よ

り
進
ん
だ
省
エ
ネ
、
環
境
技

術
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い

る
」「

ま
た
、
中
国
が
現
在
直

面
し
て
い
る
難
題
を
解
決
す

る
だ
け
で
な
く
、
鉄
鋼
業
の

さ
ら
な
る
Ｃ
Ｏ
2

削
減
や
グ

リ
ー
ン
な
成
長
を
遂
げ
る
た

め
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
低
炭
素
化
は
世
界
の

鉄
鋼
業
が
突
き
付
け
ら
れ
た

課
題
。
鉄
連
と
今
後
も
当
交

流
会
を
継
続
し
つ
つ
、
他
の

地
域
の
鉄
鋼
関
係
者
も
お
手

本
に
で
き
る
仕
組
み
を
模
索

し
た
い
」

―
―
中
国
で
は
、
年
内
に

1
億
5
0
0
0
万
㌧
の
過
剰

生
産
能
力
を
削
減
す
る
。
来

年
以
降
の
見
通
し
は
。

「
中
国
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が

取
り
組
ん
で
い
る
過
剰
生
産

能
力
の
削
減
は
、
単
に
環
境

規
制
を
満
た
す
た
め
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
鉄
鋼
業
が

質
の
高
い
成
長
や
サ
プ
ラ
イ

サ
イ
ド
の
改
革
を
す
る
た
め

の
も
の
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
生
産
能
力
の
解
消
に
よ

り
、
中
国
の
省
エ
ネ
、
環
境

活
動
が
一
層
前
へ
進
ん
だ
こ

と
も
事
実
。究
極
の
目
標
は
、

質
の
高
い
低
炭
素
で
グ
リ
ー

ン
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な
ギ
ャ

ッ
プ
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
」―

―
中
国
の
省
エ
ネ
・
環

境
対
策
の
レ
ベ
ル
を
ど
う
評

価
す
る
。

内
山
氏
「
こ
こ

数
年
で
非
常
に
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て

き
て
お
り
、
交
流

会
の
テ
ー
マ
を
見

て
も
よ
り
専
門
的

で
最
新
事
例
の
紹

介
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
。
ま
た
、
中

国
政
府
に
よ
る
環

境
規
制
強
化
の
影

響
か
ら
か
、
Ｎ
Ｏ

ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
や
Ｓ
Ｏ

ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
の
発
表

が
多
か
っ
た
と
感
じ
る
」

「
中
国
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で

は
、
省
エ
ネ
や
環
境
と
い
っ

た
設
備
は
一
通
り
導
入
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
規
制
強
化

へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
全
体
を
通
し
て

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、

会
社
や
製
鉄
所
全
体
と
し
て

取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ

る
」

日
新
製
鋼
建
材
（
中
尾

卓
社
長
）
の
2
0
1
8
年

4
―
9
月
期
単
独
決
算
は

売
上
高
が
前
年
同
期
比
7

・
1
％
減
の
2
8
8
万
2

9
0
0
万
円
、
経
常
利
益

が
66
・
3
％
増
の
7
億
5

1
0
0
万
円
、
純
利
益
が

5
・
6
倍
の
4
億
6
2
0

0
万
円
と
減
収
増
益
だ
っ

た
。
住
宅
着
工
戸
数
や
太

陽
光
発
電
架
台
の
販
売
数

量
が
前
期
に
比
べ
低
調
だ

っ
た
こ
と
が
減
収
要
因
と

な
っ
た
が
、
販
売
価
格
の

改
善
が
奏
功
し
、
利
益
率

は
大
幅
に
向
上
し
た
。

関
係
会
社
4
社
（
日
新

ガ
ル
バ
、
月
星
工
業
、
ナ

ッ
ク
ナ
ゴ
ヤ
、
ナ
ッ
ク
オ

オ
サ
カ
）
の
業
績
は
売
上

高
が
4
・
6
％
増
の
25
億

1
0
0
万
円
、
経
常
損
失

が
2
1
0
0
万
円
、
純
損

失
が
2
6
0
0
万
円
。
溶

融
亜
鉛
め
っ
き
業
の
日
新

ガ
ル
バ
が
亜
鉛
の
在
庫
評

価
損
を
2
9
0
0
万
円
計

上
し
た
。
一
過
性
の
要
因

で
通
期
で
は
影
響
が
な
い

見
通
し
。

普
通
鋼
電
炉
工
業
会

（
会
長
＝
明
賀
孝
仁
・
合

同
製
鉄
社
長
）
は
5
日
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ホ
ー
ル
Ｂ
7
で
、「
2
0
1

8
年
電
炉
鋼
材
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
電
炉
メ

ー
カ
ー
関
係
者
や
商
社
、

流
通
、
需
要
家
な
ど
約
5

7
0
人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
山
崎
晃
生
・
合
同

製
鉄
常
務
執
行
役
員
は
、

「
近
年
の
災
害
は
集
中
豪

雨
や
台
風
の
よ
う
に
規

模
、
強
さ
な
ど
過
去
の
経

験
値
を
は
る
か
に
超
え
る

想
定
外
の
大
き
な
被
害
が

起
き
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
対
処
す

る
に
は
先
人
た
ち
の
言
い

伝
え
、教
訓
、知
恵
を
掘
り

起
こ
す
と
と
も
に
、
新
た

な
防
災
対
策
の
基
準
、
避

難
指
示
の
あ
り
方
な
ど
を

産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
普
通
鋼
電
炉
業
界
は

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
高

止
ま
り
し
中
国
の
雑
品
ス

ク
ラ
ッ
プ
輸
入
禁
止
で
ヘ

ビ
ー
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
品
質

低
下
が
問
題
に
な
り
、
電

力
料
金
や
燃
料
費
、
電
極

な
ど
が
高
騰
し
て
い
る
。

鉄
筋
棒
鋼
市
場
に
お
け
る

商
慣
習
を
見
直
す
動
き
も

出
て
お
り
、
共
存
共
栄
を

追
求
す
る
成
熟
し
た
社
会

を
作
り
再
生
産
可
能
な
電

炉
鋼
材
市
場
を
形
成
す
る

た
め
、
今
後
と
も
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
普
電
工
品
質

管
理
委
員
会
が
『
最
近
の

電
炉
鋼
材
の
概
況
』
を
説

明
。
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
金
属
課
の
篠
原
康
人

・
課
長
補
佐
が
『
鉄
鋼
産

業
の
現
状
と
取
引
適
正
化

に
係
る
取
組
』
の
テ
ー
マ

で
、
ま
た
日
本
貿
易
振
興

機
構
海
外
調
査
部
の
加
藤

康
二
・
主
査
が
『
台
湾
経

済
の
現
状
と
進
出
日
系
企

業
動
向
』
の
テ
ー
マ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
鉄
リ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
の

林
誠
一
社
長
が
『
2
0
1

8
年
の
中
国
と
日
本
』
で

講
演
し
た
ほ
か
、
普
電
工

電
炉
鉄
筋
棒
鋼
品
質
調
査

委
員
会
の
中
野
克
彦
委
員

長
（
千
葉
工
業
大
学
創
造

工
学
部
建
築
学
科
教
授
）

が
『
電
炉
鉄
筋
棒
鋼
品
質

調
査
報
告
』
を
行
っ
た
。

小
野
建

増
収
減
益
。

4
月
に
三
重
営
業
所
（
三

重
県
津
市
）、5
月
に
滋
賀

営
業
所（
滋
賀
県
竜
王
町
）

を
開
設
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
鉄
鋼
商
品
販
売
事
業
に

お
け
る
販
売
数
量
の
増
加

と
鋼
材
市
況
の
上
昇
で
売

上
高
は
前
年
同
期
比
16
・

4
％
の
増
。
損
益
面
は
貸

倒
引
当
金
繰
入
額
を
増
や

し
た
こ
と
で
営
業
利
益
で

同
6
・
6
％
減
、
経
常
利

益
で
同
7
・
5
％
減
、
親

会
社
株
主
に
帰
属
す
る
四

半
期
純
利
益
は
同
12
・
3

％
減
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
の
床
製
品

を
関
西
地
区
で
扱
う
業
者

で
構
成
す
る
近
畿
地
区
福

床
会
が
大
阪
市
内
の
ザ
・

リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪

で
「
平
成
30
年
度

近
畿

地
区
福
床
会
定
期
総
会
」

を
開
催
し
た
。
総
会
に
は

会
員
メ
ン
バ
ー
な
ど
約
50

人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
山
川
重
樹
・
近

畿
地
区
福
床
会
会
長
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
商
事
鉄
鋼
建
材
取
締

役
西
部
営
業
本
部
長
）
は

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
さ
ん
は
今

回
の
台
風
21
号
で
神
戸
工

場
が
高
潮
で
被
害
を
受
け

た
。
メ
ー
カ
ー
さ
ん
は
復

旧
に
努
め
、
わ
れ
わ
れ
も

含
め
て
お
互
い
に
、
熱
意

と
知
恵
と
行
動
力
を
も
っ

て
難
局
を
乗
り
切
っ
た
。

今
後
、
大
阪
に
万
博
誘
致

が
決
ま
れ
ば
、
関
西
は
こ

の
周
辺
整
備
も
加
わ
り
、

盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
福

床
会
と
し
て
も
こ
の
需
要

に
し
っ
か
り
と
対
応
し
、

福
を
も
た
ら
す
会
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ

た
。総

会
後
、
高
性
能
の
新

耐
火
Ｑ
Ｌ
デ
ッ
キ
、
安
全

の
耐
震
フ
ェ
ン
ス
、
環
境

の
エ
ス
キ
ュ
ー
パ
ネ
ル
、

新
用
途
の
ホ
ー
ロ
ー
パ
ネ

ル
な
ど
グ
ル
ー
プ
商
品
の

説
明
を
行
っ
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
式
に
先

立
ち
、
久
保
亮
二
・
Ｊ
Ｆ

Ｅ
建
材
社
長
は
「
皆
さ
ま

が
1
㍍
単
位
、
1
㌧
単
位

の
営
業
を
積
み
上
げ
て
く

れ
る
お
か
げ
で
、
わ
れ
わ

れ
の
生
産
・
販
売
が
成
り

立
っ
て
い
る
。
床
製
品
事

業
は
前
期
が
増
収
減
益
、

今
上
期
も
数
量
が
前
年
同

期
比
10
％
弱
増
、
売
上
金

額
も
増
収
と
な
っ
た
が
、

損
益
は
ト
ン
ト
ン
。
わ
れ

わ
れ
も
根
を
上
げ
ず
に
、

値
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
神
戸
工
場

は
Ｑ
Ｌ
ラ
イ
ン
が
10
月
上

旬
、
フ
ラ
ッ
ト
が
10
月
中

旬
に
完
全
復
旧
し
た
。
多

少
、
事
後
理
処
理
が
残
っ

て
い
る
が
、
当
社
は
前
に

出
る
技
術
営
業
を
展
開
し

て
い
く
の
で
、
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
、
吉
田
鋼
業
、
佐

藤
商
事
、
ヤ
シ
マ
ナ
ダ
、

谷
村
実
業
の
4
社
を
会
員

代
表
と
し
て
感
謝
状
を
贈

呈
し
た
。

経
済
産
業
省
は
2
日
、

2
0
1
8
年
度
鉄
鋼
の
過

剰
供
給
能
力
に
関
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｇ
Ｆ
）の
戦
略
構
築
支

援
、
会
合
運
営
支
援
の
公

募
で
、
契
約
先
を
決
め
た

と
発
表
し
た
。
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
契
約
す
る
。

12
月
か
ら
日
本
が
Ｇ
Ｆ
議

長
国
を
務
め
る
に
当
た
り

各
種
調
査
や
資
料
、
議
事

録
作
成
な
ど
支
援
を
受
け

る
。

調
査
、
分
析
で
は
各
国

の
鉄
鋼
生
産
能
力
、
市
場

価
格
、
鉄
鋼
関
連
企
業
の

財
務
諸
表
、
鉄
鋼
産
業
向

け
補
助
金
、
補
助
金
の
市

場
歪
曲
効
果
の
分
析
な
ど

が
対
象
。
文
献
や
関
係
者

の
聞
き
取
り
、
国
内
外
の

調
査
な
ど
必
要
に
応
じ
て

実
施
す
る
。
会
合
運
営
で

は
準
備
な
ど
全
般
を
受
け

持
つ
。
運
営
グ
ル
ー
プ
会

合
、
33
カ
国
・
地
域
が
参

加
す
る
本
会
合
を
含
め
、

会
場
の
確
保
、
食
事
会
な

ど
関
連
項
目
を
含
め
て
必

要
な
手
配
を
手
掛
け
る
。

【
名
古
屋
】
ト
ピ
ー
工

業
豊
橋
製
造
所
は
6
日
か

ら
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
建

値
を
全
品
種
一
律
1
5
0

0
円
値
下
げ
し
た
。
ま
た

3
日
か
ら
は
、
大
同
特
殊

鋼
、
中
部
鋼
鈑
、
共
英
製

鋼
名
古
屋
事
業
所
が
建
値

を
全
品
種
一
律
1
0
0
0

円
値
下
げ
。
愛
知
製
鋼
は

購
入
価
格
を
全
品
種
一
律

1
0
0
0
円
引
き
下
げ
、

山
口
鋼
業
は
購
入
価
格
を

ヘ
ビ
ー
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
ダ

ラ
イ
粉
で
1
5
0
0
円
、

そ
の
他
品
種
で
1
0
0
0

円
引
き
下
げ
た
。

改
定
後
の
Ｈ
2
建
値
は

ト
ピ
ー
工
業
豊
橋
製
造
所

3
万
3
5
0
0
円
。
大
同

特
殊
鋼
3
万
円
。
中
部
鋼

鈑
3
万
2
5
0
0
円
。
共

英
製
鋼
名
古
屋
事
業
所
3

万
3
5
0
0
円
。

共
英
製
鋼
は
5
日
、
社

外
監
査
役
の
小
西
幹
男
氏

が
今
月
1
日
に
逝
去
し
、

同
日
付
で
監
査
役
を
退
任

と
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

後
任
監
査
役
に
つ
い
て
は

確
定
次
第
、
公
表
す
る
と

し
て
い
る
。

【
仙
台
】
東
京
鉄
鋼
八

戸
工
場
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
仙
台
製
造
所
の
2
工
場

は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
に
つ
い
て
、
3
日
か
ら

ト
ン
当
た
り
5
0
0
円
引

き
下
げ
た
。

東
京
鉄
鋼
は
全
品
種
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
甲
山
、
Ｈ
Ｓ
、

ダ
ラ
イ
粉
以
外
の
品
種
。

伊
藤
製
鉄
所
石
巻
工
場
は

据
え
置
い
た
。

【
新
潟
】
北
越
メ
タ
ル

は
3
日
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
購
入
価
格
を
ト
ン
5
0

0
円
引
き
下
げ
た
。

大阪故鉄株式会社
諸福営業所・工場概要
〒574-0044
大阪府大東市諸福7丁目4番38号
☎072-874-9861(代) �072-874-9866

主要設備
1250㌧ギロチンシャー、油圧プレス機、天井
クレーン2基、油圧式ユンボ、リフト、80㌧トラ
ックスケール

1998年11月 大阪府大東市に諸福営業所・工場を新設（深
江工場閉鎖）

2004年5月 産業廃棄物中間処理業許可取得
2008年1月 諸福営業所・工場隣接地取得（用地拡大）

2008年5月
諸福工場の前庭のグリーンベルト化・取得隣
接地内部の植栽の増設・防音・防塵設備の増
強

2018年11月 開設20周年

4―9月期連結決算
（単位 :100万円、配当は円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当
日鉄住金物産
1,239,596 17,717 18,027 12,949 110
991,168 14,794 17,153 11,312 90
2,500,000 38,000 38,000 23,500 220
小野建
108,148 2,769 2,841 1,873 30
92,880 2,965 3,070 2,136 30
226,267 6,450 6,592 4,653 75
日本製鋼所
109,681 12,371 13,685 11,94325.00
104,434 10,089 10,350 7,59217.50
227,000 24,000 25,000 20,00050.00
日新製鋼建材（単独）
28,829 ― 751 462 ―
31,024 ― 451 82 ―

― ― ― ― ―

業績予想修正（連結） （単位 :100万円）
上段は前回予想、下段が修正予想

売上高 営業利益 経常利益 純利益
三洋工業 （4月―9月期）
12,500 200 250 150
11,300 ▼110 ▼28 ▼125

久
保
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
社
長

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
遅
副
会
長
㊧
と
鉄
連
の

内
山
専
務
理
事

日中環境保全・省エネ交流会 記者会見

鉄
鋼
業
の
低
炭
素
化
目
指
す

4
―
9
月
期
業
績

隣接地の有効活用を目指す

山
崎
・
合
鉄
常
務

日刊産業新聞18.11.6

諸福営業所開設20周年諸福営業所開設20周年
大阪故鉄

安
全
対
策
に
優
れ
た
工
場
へ

諸福営業所の外観㊤と建屋内


